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生薬名：トウキ（当帰）
薬用となるトウキの基原植物：
・第十六改正 日本薬局方（2011年）
　Angelica acutiloba Kitagawa 又は
    A. acutiloba Kitagawa var. sugiyamae Hikino

   （セリ科）
薬用部位：根

　トウキは日本各地で自生しており、薬用植物とし
て各地で栽培される多年性草本です。全草に「漢
方の匂い」と言われる独特で特異な甘い芳香が
あり、株高 40～ 90cm。花は直径 20cm程の複
散形花序で多数の白色の小花からなります。夏
の陽射しに眩しいほどの白さです。（写真 2）
　「当帰」の名にまつわる昔話に『婦人病を患っ
た女性にその夫が寄りつかなくなった。思いあまっ
た女性は人に教えられた薬草の根を煎じ、「恋し
い夫よ、当に我が家へ帰るべし」と祈りながら毎
日飲んでみたところ、やがて病は回復し艶っぽい
女盛りを取り戻し、夫が惚れ直し帰ってきた。そ
の薬草がトウキであり、故に当帰と名付けられた』
とあります。トウキはこの話にあるように婦人病に
は重要な生薬です。

　当帰芍薬散、四物湯、加味逍遙散などの婦
人薬を中心に、補中益気湯、七物降下湯など、

多数の漢方処方に使用されるトウキの日本国内の
年間使用数量は約 600トンで、使用生薬 250品
目中第 8位の使用量です。国内の年間生産量
はそのうちの約 200トンです。現在の日本のトウキ
の栽培地は主に奈良県と北海道で、それぞれ大
深当帰、北海当帰として流通しています。栽培
期間は 2年、繁殖は実生法で 1年目の 3～ 5

月に播種、2年目は 3～ 5月に定植し、同年 10

～ 11月に収穫します。栽培のポイントは、2年目
の夏期に花が咲き結実した株は枯死するので、
開花しないような苗の定植時期の設定と適度な大
きさの苗の選抜（写真 3）に注意を要します。

　写真 1は 2011年に行った北海道栽培地調査
記録です。写真にあるように北海道では栽培面
積が 1ha以上の大規模圃場は珍しくありません。
　秋の収穫時期には、大量のトウキが加工場へ
一気に搬入されてきますので、加工調整作業は
まさに夜通しの作業となります。トウキの調整作業
は、搬入 ⇒ 土砂の除去 ⇒ 乾燥で、その作業
は収穫が完了するまで途切れなく続きます。太く
大きな根であるため、農家の多大な時間と労力を
費やして、ようやく良質な生薬トウキが完成します。

写真２．トウキ開花株
種子採り用

写真１．トウキ栽培風景
写真右半分がトウキ、左半分はセンキュウ
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写真３．トウキ定植後の苗

当に我が家に帰るべし…
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北海道のトウキ栽培地（夕張郡：２０１１年６月）

【民間療法】
瘭疽の特効薬といわれ、生のミミズを磨り潰
してそのまま、または米飯と混ぜて患部に
塗ったり、裂いた皮を患部に当てて用いる。 

発熱性疾患、尿路感染症、頭痛、関節痛などに、
生や乾燥したミミズを煎じたり、黒焼きにし
た粉末を服用する。腫れ物やただれに生のミ
ミズを黒砂糖に入れて溶かした液を塗布する。 

【漢方医学的解説】
地竜は鹹寒で体滑であり、下行降泄し、清熱
熄風・止痙定驚・通絡平喘・利水通淋の効能
を有する。高熱昏厥・驚癇煩躁・抽搐・肢体
不仁・半身不随・関節痺痛・喘嗽頓咳・熱血
尿閉・石淋などに有効である。痄腮腫毒・下
肢潰瘍にも解毒消腫に働く。鹹寒で脾胃を損
傷しやすいので、平素から胃腸が虚弱なもの
には用いない方がよい。
性味：鹹・寒
帰経：肝・脾・膀胱
薬能と臨床応用：
①清熱熄風・止痙定驚
高熱による煩躁・急性痙攣に、単味を煎服す
るか、釣藤鈎・石膏・白僵蚕・全蠍などと用
いる。【方剤例：地竜湯】
②清肺平喘
肺熱証の咳嗽・喘息・呼吸促迫・呼吸困難・
百日咳（頓咳）に、単味の粉末を服用するか、
麻黄・杏仁・石膏・知母などと用いる。
③行経通絡 

風寒湿痺による強い関節痛に、天南星・乳香・
没薬・烏頭などと用いる。【方剤例：小活絡丹】
風湿熱痺による関節の疼痛・腫脹・熱感・発
赤に、絡石藤・海桐皮・桑枝・忍冬・赤芍な
どと用いる。【方剤例：桑絡湯】
中風後遺症の半身不随に、黄耆・当帰・赤芍・
桃仁・紅花・川芎などと用いる。【方剤例：

補陽還五湯】
④清熱利尿 

熱結膀胱の尿閉・尿路結石の排出困難・排尿
痛に、滑石・木通・車前子などと用いる。

下 腿 潰 瘍 の 治 療 に お け る 地 竜  




